
システムソリューション部でシステムエンジニ

ア（ＳＥ）をしています。大学生の頃に日本やシン

ガポールなど、ＩＴ技術の高い外国で働く夢を抱い

ていました。その矢先、ベトナムに日本企業が進出

してくるようになり、日本で働きたいと思う気持ち

が高まりました。ちょうどそのタイミングで、セ

キショウがベトナム・ハノイで開催した『SEKISHO 

JOB FAIR』がきっかけで、入社することとなりまし

た。

日本に来る前、1 年間ベトナムでＳＥとして働い

ていました。ベトナムはＳＥは専門職でＩＴ分野以

外の研修はしませんが、日本ではいろいろな研修や

セミナーを受けるよう勧められます。最初は不満に

思いましたが、仕事をする上ではコミュニケーショ

ン能力も必要で、お客さまにきちんと説明できるこ

とが大事だと分かってきました。

将来の目標は、日本とベトナムの橋渡しができる

ような仕事をしたいと考えています。そのためには

お互いの価値観の違いを理解することが大切です。

日本とベトナム双方が良くなるように努めていきた

いです。

異なる文化乗り越え

総合企画部で国内外の新規事業やＳＤＧｓ関連の

調査、海外事業のサポートをしています。アメリカ

国籍ですが両親は日本人です。母親は水海道市（現

常総市）出身で、子どもの時から茨城県をよく知っ

ています。アメリカの大学を卒業後に専門学校で学

びましたが、日本の方が自分の新しい可能性を発見

できると思い、筑波大学大学院に留学。その後、就

職先を探す中で、地域貢献活動を積極的に行ってい

る関彰商事が目に留まり入社を決めました。

入社してから文化の違いを感じることがありまし

た。それは日本では当たり前の丁寧な「お茶出し」

です。アメリカの企業でも飲み物を出しますが、日

本ほど気遣って提供はしません。初めは違和感があ

りましたが、今ではお客様を大切に思う日本ならで

はの「おもてなし」であると理解しています。

将来の目標は、社内のグローバル化です。日本だ

けでなく、世界でもビジネスを展開できるような土

台づくりに貢献できればと考えています。また、関

彰商事の活動が外国人には知られていないのは残念

です。茨城県で最も地域活性化、地域貢献している

会社だと感じているので広めたいです。

　2019年の12月に入社し、総合企画部に所属してい

ます。インドのネルー大学で日本語と日印関係を学

びました。インドでは今、日本企業が増えると同時

に、日本への関心が高まって日本語を学ぶ人も増え

ました。そのような中、大学時代に関彰商事でのイ

ンターンシップを知り参加。その際に職場の皆さん

が優しく迎え入れて頂いたこともあり、再び関彰商

　関彰商事（本社つくば市・筑西市、関正樹社長）では現在、世界各地から外国籍の人材が来日し、縁

あってセキショウグループの一員として働いている。変化の激しい経済環境においては、多様な人

材が交流し意見を出し合うことが今後の企業成長の要素と見据える同社にとって大きなチカラに

なっている。このうち、ベトナムのブイ・ミン・トゥさん（26）、アメリカのタニ・ジェイミー・アズサ

さん（28）、インドのエシュナ・サクデバさん（21）、フランスのルドヴィク・デピノさん（37）、ブラジ

ルの鈴木レナンさん（22）の５人に、仕事の取り組みや将来の夢を語ってもらった。

事で働きたいと思いました。

　出社して驚いたことは「朝礼」の文化と仕事終わ

りに「お疲れさまでした」と言葉を交わすことです。

日本人は時間に正確ですが、インド人はそうではな

いため、朝礼という文化はありません。またインド

では自分の仕事が終われば黙って帰宅します。私も

今では、当たり前に朝礼へ参加し、仕事が終わった

ら挨拶をしていますが、最初はカルチャーショック

でした。

　将来は、インドで『SEKISHO JOB FAIR』を開催し

たいと考えています。インドのＩＴ人材は世界的に

有名ですし、日本に来たいと思っている人は多いで

す。まずは仕事に慣れることから始め、いろいろな

経験を積み、実現できるように努力したいと思いま

す。

地域貢献の志を胸に

モビリティ総合企画部で自動車販売の分析や、モ

ビリティ事業の海外事例の比較研究、イベント企画

などを担当しています。入社前は茨城県庁の国際課

で約５年間、国際交流の仕事をしていました。茨城

フランス文化スポーツ交流協会の関係で、地域での

つながりを大切にしている関彰商事のことを知り、

どんな企業なのか興味を持ったのがきっかけで入社

しました。

職場では分析の仕事を任されていて、数字に強い

と評価されています。周囲も上司も特別に外国人扱

いはされないですし、自分も特別視してほしくない

ですね。また関社長は、外国籍の社員はできるだけ

自国とのつながりを深めてほしいという考えをお持

ちで、それはとてもありがたいことだと感じていま

す。

常にモビリティ社会の将来を考えています。茨城

も高齢化や過疎化が進んでおり、新しいモビリティ

サービスが必要です。それを考える上で、自分のア

イデアが反映されたらうれしいです。地域貢献をし

たいと関彰商事に入ったので、地域の課題解決につ

ながる仕事ができれば大きな喜びです。

セキショウホンダ筑西横塚店のサービスメカニッ

クとして自動車整備の仕事をしています。小さいこ

ろから茨城県内に住んでいて、ブラジル人学校で勉

強していました。もともと機械を分解して修理する

のが好きで、高校３年の時に就職先を紹介されてホ

ンダ車を取り扱うセキショウホンダに入社をしまし

た。職場はとても温かい雰囲気で迎え入れてくれま

した。入社した当時は持っていなかった自動車整備

士の資格を取得する際、先輩たちは忙しい中でも時

間を割いて試験対策を教えてくれました。仕事終わ

りにも対応してくださったことを今でも感謝してい

ます。

将来は、店長になることを目標としています。つ

くば市内にブラジル人学校の後輩がおり、自分と同

じ整備士になる夢を持っています。話をしていると

自信がなさそうに感じるので、整備士となった今の

姿を見せることはもちろん、将来店長になってその

姿を後輩たちに見せたいと思います。諦めず努力す

れば夢はかなうと見せてあげたいです。

世界各地からセキショウへ
多様な人材が交流しチカラに

企画制作・茨城新聞社営業局

セキショウグループで働く（前列左から）ブイ・ミン・トゥさん、エシュナ・サクデバさん、

鈴木レナンさん、（後列左から）タニ・ジェイミー・アズサさん、ルドヴィク・デピノさん 

橋渡し役果たしたい
ブイ・ミン・トゥさん

ベトナム出身　入社３年目 地域の課題解決に力
ルドヴィク・デピノさん

フランス出身　入社2年目

世界見据えた企業へ
タニ・ジェイミー・アズサさん

アメリカ出身　入社2年目

夢諦めない姿見せる
鈴木レナンさん

ブラジル出身　入社4年目

自国にセキショウを
エシュナ・サクデバさん

インド出身　入社１年目

外国籍社員が仕事や夢を語る


